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この都市計画を引き金に進んだ市域の拡大と
それが生み出したものを考えてみたいと思い
ます。

2  都市の広域化

（1）大合併

　市区改正調査会は市長の意見書にもとづき
議論をすすめ、将来の拡大市域、道路・河川・
公園等の計画が初めて議論されました。しか
し市域のあり方をめぐっては高密化か広域化
かで賛否があり、市域問題は市長の交代を待
たねばなりませんでした。そして大正７年、
法的に市区改正の準用都市になりましたが、
翌８年には都市計画法が成立したため、議論
はそちらに引き継がれることになりました。
　都市計画では、まずその範囲を決めますが、
この範囲は、新法では将来のことを考えて市
域外も含むことが出来ました。そのためその
議論が始まりましたが、意見はむしろ周辺の
合併の方を選択し、その促進へと舵を切るこ
とになったのです。
　９年、市は将来を想定し、隣接する19町

【４】大名古屋土地博覧会…大正から昭和へ

1  市域の拡大
　明治時代の末、名古屋は、築港・新堀川、
東部・南部道路等、当面する大きなプロジェ
クトを推進してきました。しかし、急速に成
長し始めた都市を考えると、その将来を見据
えた計画的な都市づくりが必要でした。なか
でも、急増する人口に対して将来の市域をど
うするかは大きな問題でした。
　当時の市域は南部の熱田町等を合併したこ
とから南北に広がり、細長くいびつな形をし
ていました。面積も、東京、大阪、京都、神
戸、横浜といった６大都市の中で５番目と小
さかったのです。そのため急拡大する名古屋
の影響は市域外にも拡大し、計画的な整備が
不可欠になっていたのです。
　しかし、まだ都市計画法はなく、「市区改正」
という首都・東京の都市計画ルールしかあり
ませんでした。そのため明治44年の市会で、
市区改正を考えるべきではないかという建議
があり、採択されたのです。そして専門家を
加えた市区改正調査会がつくられ、改めて都
市の将来のあり方が議論されました。今回は、
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村に合併を要請し、同時に県に申請しました。
各町村は連合して協議して「時期尚早」という
答を出しました。市は強硬案でしたが、県は
無理と考えたため、合併論は一旦頓挫するこ
とになったのです（この時期の経過には憲政
会と政友会の政争が絡んでいるようです。）
　10年になって、内務省は名古屋の都市計
画区域案を公表しました。それを機に、知事
の交代もあって合併論は再び動き出しました。
そして県は、市と周辺市町村に対し、21町
村の編入を諮問したのです。市は１町を除い
て承諾し、一方町村は条件が認められれば編
入を可としました。それを見て、県は21町
村の原案を可決しました。
　ところが内務省は、名古屋市と各町村の係
わりから疑問を呈し10町村を減らそうとし
ました。が、最終的には市の要望を入れて除
外は５町村とし、残りの16町村の編入を認め、
許可指令をしたのです。県は即日施行を告示
しました。
　大正10年８月、名古屋市は16町村を合併
し、人口は60万人を越え、面積は以前の４

倍の150㎢に増えました（図１）。そして人口
では東京、大阪に次ぎ、面積は一転、最大の
都市になったのです。

（2）区画整理ブーム
　都市計画法の制定と市域の拡大。この２つ
は名古屋の市街地開発を促進するきっかけに
なりました。名古屋市の周辺では、それまで
にも耕地整理法を運用して宅地開発をしてい
ましたが、「耕地」を「宅地」とすることは厳密
には違法行為でした。ところが都市計画法は
宅地開発の区画整理に耕地整理法の準用を認
めたのです。新しい市域では競って区画整理
が始まりました。
　この大正10年の合併から昭和３年までの
７年間に新市域で耕地整理組合や区画整理組
合を立ち上げたのはなんと44組合。面積は
37㎢（旧市域面積に匹敵）にもなります。も
ちろんその頃耕地整理を進めていた組合も、
宅地計画に設計変更することになりました
（図２）。区画整理は、同時に道路など都市
計画の施設をその中に組み込んで計画します。

図１　市域の変化と編入町村（文献②） 図２　名古屋の区画整理。戦前の耕地整理、区画整理（文献③）
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がる区画整理中の現地会場に案内し、当時興
味を持たれていた「郊外」を紹介しようという
ものでした。
　本館では、各組合の紹介を大型の絵画や模
型で行い、立派なパンフレットもつくりまし
た。自動車は12台。市内を方向別に４コー
ス設定し、５人乗りの車で逓送式に運んだの
です（図４）。
　土地博は１日平均８〜９千人の入場者を集
め、しかも尻上がりに増えました。そして、

そのためその範囲は、自動
的に都市計画の道路が確保
されることになりました。

（3）御大典奉祝博

　その最盛期の昭和３年。
日本は昭和天皇の即位で、
全国で奉祝のイベント等が
行われました。東京、大阪、
京都等の大都市は博覧会が。
他の都市でも様々な博覧会
や施設建設等が行われてい
ます。
　名古屋市も「御大典奉祝名古屋博覧会」（以
降、御大典博）が開かれることになりました。
（御大典とは大嘗祭と即位式を合わせたもの。）
博覧会は、９月15日から11月23日まで。会
場は鶴舞公園です。ただし鶴舞公園は公園が
完成していたため共進会の時のように全部を
使うことはできず、公園の南のグランドを中
心とし、南部から東部にかけてが会場になり
ました（図３）。
　開催してみると、やはりたくさんの入場者
がありました。会期70日間で194万人が入
場し、成功裏に終わったのです。

（4）土地博覧会

　実は、この博覧会の横でユニークな博覧会
が開かれていました。「大名古屋土地博覧会」
（以降、土地博）です。それまでは、多くの宅
地が開発されているのに、それを宣伝し、売
却を促進するシステムがありませんでした。
　そこで、区画整理を推進していた県や市や
都市計画の専門家等でつくる「都市創作会」が、
御大典博の集客力を狙って土地の博覧会を企
画したのです。期間は10月の１ヶ月。会場
は鶴舞の御大典博の正門前を本館とし、市内
の区画整理地区が現地会場です。参加組合は
約60。本館で人を集め、「自動車」で市内に広

図３　御大典奉祝名古屋博覧会の会場図

公
園

図４　土地博の自動車の系路。
市内を４つに分けて、各組合を廻った
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　①「郊外のよさ」のアピール
　②区画整理での「経営」の重要性の認識
　③組合の「土地・住宅分譲」の成功
など、以後の区画整理に大きな影響を与える
ことになりました。御大典博、土地博の連携
は、都市づくりに大きな影響を与えることに
なったのです。

3  　　 鶴舞公園付近

… 御大典博と土地博 …

　今回も、前回に続いて御大典博と土地博の
会場となった鶴舞公園を歩いてみましょう。
〈南から東へ〉
　JR鶴舞駅を出ます。鶴舞駅は、この御大
典博の時に仮の停車場として開設されたのが
始まりです。
　公園の正面から右手の道に入ります。一帯

は共進会の時は広場でしたが、この時は周り
は緑に変わっていました。進むと右側は、当
時から数えると何代目かの図書館です。左側
の林の中には日本家屋が見えます。「鶴々亭」
です。御大典博の時、茶席の参考品として名
古屋材木商組合が出品したものが今日に残り
ました。
　突き当って右に。道なりに進むと右側に門
柱があります。これは大正７年に大須から移
された動物園の入り口で、ここから南にかけ
て1.2㌶程ありました。道の左側は広いグラ
ウンドです。ここをいっぱいに使うように田
の字型の博覧会の本館が造られました。
　グラウンドの中を東に、遊園地を横切りま
す。坂道を上ると野球場です。今は、戦災の
後、グラウンドに整備されてしまいましたが
当時は、貴重な緑深い丘の上に共進会以来の
金閣寺を模した貴賓館等がありました。そし
てその奥の、今の小学校の辺りには、美術館

正面から右に入る道は静かな散歩道になっている。
右奥に図書館がある

林間に残る鶴々亭。
今もお茶会等に貸出されている

グラウンドいっぱいに本館の建物があった。
市内の貴重な広場になっている

かすかに残った動物園の門。
昭和の初め、東山に移された
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がつくられました。
〈土地博会場へ〉
　左下に龍ケ池を見てUターンし、道を南寄
りに進みます。緑化センターの入り口を通り、
噴水の手前で左の緑の中に入ると、「普選壇」
があります。普通選挙法の施行を記念して新
聞社が建造したもので、完成は御大典博の直
前でした。そのため屋根で覆って博覧会の開
会式に使われた他、野外劇場としても活用さ

れました。
　道に戻り、噴水に向かいます。噴水の南側、
グラウンドに向かう道の入り口に御大典博の
本門がありました。北を見ると、正面は公会
堂ですが、当時はまだ工事中でした。その工
事現場と噴水の間に、大名古屋土地博覧会の
会場がありました。まさに御大典博の入場者
を取り込む配置です。ねらい通りだったこの
配置が博覧会の成功で名古屋の区画整理に大
きなインパクトを与えたのです。

4  「大名古屋」
　大正中頃から昭和初期にかけて、市域の拡
大とその中の宅地開発によって、名古屋市は
また一つ脱皮を遂げることになりました。
　都市計画の事業では、５大幹線道路が定め
られ、都市の骨格作りが進められました。拡
張された新しい市域では、区画整理が進めら
れ、宅地化が進みました。そして「土地博」に
よって都市計画に広範な市民を巻き込むこと
が出来たのです。
　当時から名古屋でよく使われるようになっ
た言葉に、「大名古屋」があります。この「大」
は今日でもいろいろな意味で使われます。が、
当時は市域が４倍に増え、人口も東京、大阪
の次ということになり、まさに「大名古屋」と
いう実感がありました。ここでも、名古屋は
博覧会と街づくりが大きく係わって成長を遂
げたといえそうです。
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名古屋新聞社が寄附した普選壇には五か条の御誓文が
書かれている。博覧会では開会式などが…

土地博の会場は工事中の公会堂の手前につくられた。
噴水の反対側が御大典博の本門になる

元区長・吉田禄在の寄付した吉田山。
ここに貴賓館や猿面茶席があったが戦災でなくなった


